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【門之上橋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N = 4 基

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N = 4 基

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N =  4 基

補修工事内容

　ひび割れ補修工

ひび割れ補修工　内訳(上・下部工計)

　ひび割れ注入工　L =  4 .28  m

　ひび割れ充填工　L =  2 .95  m

　断面修復工①　　A =  2 .16 2  m 2

　断面修復工②　　A =  0 .35 0  m 2

　断面修復工③　　A =  1 .27 5  m 2

　断面修復工④　　A =  0 .12 8  m 2

　含侵材塗布工(上向き)　A = 1 12.0 6  m 2

　含侵材塗布工(下向き)　A =  10.3 1  m 2

　含侵材塗布工(横向き)　A = 1 73.6 5  m 2

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N =  4 基

橋　長　13,640

桁　長　13,60020 20

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

（其の　　　）

竣工時・設計条件

路　線　名

橋　　　名

道路規格

大型車交通量

雪　荷　重

橋　　　長

支　間　長

有効幅員

全    幅

上部工

幅
　
員

渡河条件

設 計 荷 重

斜　　　角

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

平 面 線 形

A1橋台

A2橋台

国道１８０号

推定　3種3級(設計速度V=50km/h)

第１次緊急輸送道路

１等橋(TL-20t)

R=∞(直線区間中)

不明

門之上橋

１３．６４０ｍ

１３．０００ｍ

８．３３ｍ

９．１３ｍ

単純鉄筋コンクリートT桁橋

494台/日(R2.橋梁点検調書より)

門谷川

推定:重力式橋台(直接基礎)

推定:重力式橋台(直接基礎)

下部工
(基礎工)

　　・地覆コンクリート打ち換え

　　・防護柵取替え(車道側、歩道側)

　　・橋面舗装工(As舗装、t=5cm)

　　・主桁の断面修復工(無収縮グラウト)

　　・主桁の炭素繊維補強

　H21橋梁補修工事

補修履歴

緊急輸送道路指定

左44.6゜

形
　
式

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

6.5%直線勾配

3.0%山勾配

支間長　13,040300 300

縦 断 面 図  S=1:100

平  面  図  S=1:100

門谷川

A1 A2

門之上橋　補修一般図 

国道１８０号

門之上橋

i=6.5%

  S=1:50横 断 面 図
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至 根雨至 新見市

至 新見市

至 根雨

3,000 3,000

橋　長　13,640

桁　長　13,60020 20

支間長　13,040300 300

A1 A2

補修一般図

非出水期(11月～4月)施工

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

支承条件

竣工年月

供用年数

適用示方書

A1-M(可動)、A2-F(固定)

昭和33年3月(1958.3)

約64年経過(令和4年3月現在)

S31 コンクリート示方書

20
5

B M
3 7

T

E.ｶﾄﾞ ﾀﾆ支12
T.南幹139S1

T.南幹140

E .ｶﾄﾞﾀ ﾆ支13
T.南幹139S2

表
示
板

橋面平面図

伸縮装置取替工(埋設型、既設鋼製伸縮撤去含む)

L = 9.981 m

A = 39.93 m2

伸縮装置取替工(埋設型、既設鋼製伸縮撤去含む)

L = 9.9 81 m

排水管取替工
(ステンレス製)

N =  2 箇所

橋面防水工(塗膜系、端部処理含む)

アスファルト舗装工
(表層、再生密粒度As改質Ⅱ型、t=5cm)A = 5.70 m2

区画線工

　車道中央線(実線黄色、W=1 5cm )　L =  23. 1 m

　車道外側線(実線白色、W=1 5cm )　L =  44. 5 m

排水管取替工(ステンレス製)

A = 39. 93 m2 A =  5.7 0 m2

N =  2  箇所

　伸縮装置取替工

　橋面防水工

　排水管取替工

　アスファルト舗装工

　道路打換工

　区画線工

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　鳥取県

全　６　葉中の内　１　　　　　　　

橋面防水工(車道部、塗膜系、端部処理含む)  A = 96.9 m2

アスファルト舗装工(表層、改質Ⅱ型t=5cm)  A = 95.1 m 2道路打換工(表層)

9
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G1 G2 G3 G4

門谷川
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9,130

道路打換工(表層)
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縮
装
置
取
替
工
(埋

設
型
、
既
設
撤
去
含
む
)　

L 
= 
9.
9 8
1 
m

道路打換工

橋面防水工(車道部、塗膜系、端部処理含む)　A = 96.9 m2

道路打換工アスファルト舗装工(表層、改質Ⅱ型t=5cm)　A =  95.1 m2

伸
縮
装
置
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替
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起 工



1：100

門之上橋補修図（その１）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

門之上橋

（其の１／３）

凡例（旗揚げ）

舗装変状

コンクリート変状

鋼材、附属物変状

写真番号

凡例（舗装変状）

補修跡、段差

舗装ひびわれ

ポットホール、うき

凡例（conひびわれ）

―0.2mm以下

0.2mm～1.0mm

1.0mm以上 赤C 番号

―遊離石灰閉塞

―目地、打継開き

凡例（con変状）

U 番号うき･剥落

鉄筋・鋼材露出 T 番号

M 番号豆板・摩耗

―遊離石灰

漏　水 ―

その他 ―

凡例（鋼材変状）

―

―

―

腐食欠損

腐　食

防食機能の劣化

その他 ―

緑C 番号

その他

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

断面修復工

浮き・剥落部

　U1 A= 0 . 05 2 m2

　U2  A= 0 . 05 0 m2

　U3  A= 0 . 08 8 m2

　U4  A= 0 . 04 0 m2

　U5  A= 0 . 03 0 m2

　U6  A= 0 . 03 0 m2

鉄筋露出部

　T1 A= 0 . 01 0 m2

　T2  A= 0 . 01 0 m2

　T3  A= 0 . 01 5 m2

　T4  A= 0 . 00 3 m2

　T5  A= 0 . 08 0 m2

　T6  A= 0 . 15 8 m2

　T7  A= 0 . 00 3 m2

　T8  A= 0 . 01 0 m2

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

門
　
谷
　
川

G
2

橋　長　13,640

桁　長　13,60020 20

300 300

A1 A2

G
1

G
3

G
4

支間長　13,000

橋面　平面図 床版下面　平面図

01床版 剥落 01床版　剥落他01床版　鉄筋露出01床版　剥落

02床版　ひびわれ他

03床版　鉄筋露出

04床版　鉄筋露出

A1下流排水管 腐食欠損 A2下流排水管 腐食欠損

U2
U3

U4

U5

U6

T1 T2

T3 T4

T5

T6
T7 T8

断面修復工 排水管取替え工 排水管取替え工断面修復工 断面修復工 断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工

M 番号---断面修復工②

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①、④

T 番号---断面修復工③

※　断面修復工④は、木片混入部で適用

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　６　葉中の内　２　　　　　　　

至 新見市

至 根雨

門
　
谷
　
川

橋　長　13,640

桁　長　13,60020 20

300 300

A1 A2

国道１８０号

支間長　13,000

20
5

BM
37

A1車道伸縮背面　舗装ひびわれ 車道　ポットホール

A1車道伸縮背面　舗装ひびわれ A1車道伸縮後打Co 剥落 A2車道伸縮後打Co　剥落、　A2車道伸縮背面　舗装ひびわれ

下流地覆 うきA1伸縮装置 腐食 A2伸縮装置 段差他

A1伸縮装置 腐食 A2伸縮装置 腐食

U1

伸縮装置取替え工 アスファルト舗装工(表層)道路打換工(表層) 伸縮装置取替え工

伸縮装置取替え工 伸縮装置取替え工道路打換工(表層) 伸縮装置取替え工 道路打換工(表層)

断面修復工

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



1：100

門之上橋補修図（その２）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

門之上橋

（其の２／３）

凡例（旗揚げ）

コンクリート変状

写真番号

鋼材、附属物変状

―

凡例（conひびわれ）

0.2mm以下

0.2mm～1.0mm

赤C 番号

―

1.0mm以上

遊離石灰閉塞

凡例（con変状）

U 番号

T 番号

M 番号

うき･剥落

遊離石灰

漏　水

―

―

鉄筋・鋼材露出

豆板・摩耗

―その他

―目地、打継開き

緑C 番号

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

ひび割れ注入工

緑C1 L= 0 .77  m

緑C2 L= 0 .74  m

緑C3 L= 0 .56  m

緑C4 L= 0 .89  m

断面修復工

浮き・剥落部

　U1 A= 0 .03 5 m2

　U2 A= 0 .01 0 m2

　U3 A= 0 .03 0 m2

　U4 A= 0 .06 8 m2

　U5 A= 0 .07 5 m2

　U6 A= 0 .01 0 m2

　U7 A= 0 .02 3 m2

　U8 A= 0 .09 0 m2

　U9 A= 0 .34 5 m2

　U10  A= 0.0 60 m 2

　U11  A= 0.2 13 m 2

　U12  A= 0.1 75 m 2

　U13  A= 0.0 15 m 2

　U14  A= 0.0 20 m 2

　U15  A= 0.0 60 m 2

　U16  A= 0.0 20 m 2

断面修復工

鉄筋露出部

　T1 A= 0 . 06 3 m2

　T2 A= 0 . 01 0 m2

　T3 A= 0 . 21 0 m2

　T4 A= 0 . 02 0 m2

　T5 A= 0 . 05 0 m2

　T6 A= 0 . 01 0 m2

　T7 A= 0 . 03 5 m2

　T8 A= 0 . 04 0 m2

　T9 A= 0 . 01 5 m2

　T10  A= 0 .0 20 m 2

　T11  A= 0 .0 45 m 2

　T12  A= 0 .1 35 m 2

　T13  A= 0 .0 10 m 2

　T14  A= 0 .0 45 m 2

　T15  A= 0 .0 90 m 2

　T16  A= 0 .0 10 m 2

　T17  A= 0 .0 90 m 2

　T18  A= 0 .0 30 m 2

　T19  A= 0 .0 60 m 2

断面修復工

木片混入部

　W1 A= 0 .01 5 m2

　W2  A= 0 .01 0 m2

　W3  A= 0 .08 3 m2

　W4  A= 0 .02 0 m2

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

G
1

G
2

門
　
谷
　
川

G
3

G
4

桁　長　13,600

A1 A2

G1～G2端横桁展開図

G2～G3端横桁展開図

G3～G4端横桁展開図

主桁、横桁　展開図

G1主桁 鉄筋露出G1主桁 剥落 G1主桁 木片 G1主桁 ひびわれ G1主桁 ひびわれ G1主桁 鉄筋露出他

A1端横桁 鉄筋露出

A2端横桁 鉄筋露出

G2主桁 ひびわれ他 G2主桁 うき G2主桁 ひびわれ他

G2主桁 鉄筋露出 G2主桁 うきG2主桁 うき

G2主桁 鉄筋露出

G2主桁 木片G2主桁 うき

G2主桁 鉄筋露出

A1端横桁 鉄筋露出

A1端横桁 遊離石灰他

G3主桁 鉄筋露出 G3主桁 うき他 G3主桁 鉄筋露出

G3主桁 剥落 G3主桁 うき

G4主桁 鉄筋露出他 G4主桁 うき G4主桁 鉄筋露出

G1主桁 うき

A2端横桁 鉄筋露出

コア採取位置

はつり調査位置

緑C1

緑C2

緑C3 緑C4

U1

U2

U3

U4

U5

T1

T2

T3

T4
T5

T6

T7

T8

T9
T10

T11
T12

T13

T14

T15

T16

T17

T18
T19

U6 U7
U8

U9

U10

U11 U12

U13

U14

U15 U16

ひび割れ注入工 ひび割れ注入工ひび割れ注入工断面修復工 断面修復工 断面修復工 断面修復工 断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工断面修復工断面修復工断面修復工断面修復工断面修復工

断面修復工

断面修復工 断面修復工 断面修復工

断面修復工

断面修復工 ひび割れ注入工ひび割れ注入工

断面修復工 断面修復工

断面修復工 断面修復工 断面修復工

断面修復工

緑1　　W=0.25mm
緑2　　W=0.25mm

緑3　　W=0.50mm
緑4　　W=0.25mm

木片①
0.10m×0.15m

木片②
0.10m×0.10m

木片④
0.10m×0.20m

木片③
0.55m×0.15m

M 番号---断面修復工②

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①、④

T 番号---断面修復工③

※　断面修復工④は、木片混入部で適用

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　６　葉中の内　３　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



1：100

門之上橋補修図（その３）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

門之上橋

（其の３／３）

凡例（旗揚げ）

コンクリート変状

写真番号

鋼材、附属物変状

―

凡例（conひびわれ）

0.2mm以下

0.2mm～1.0mm

赤C 番号

―

1.0mm以上

遊離石灰閉塞

凡例（con変状）

U 番号

T 番号

M 番号

うき･剥落

遊離石灰

漏　水

―

―

鉄筋・鋼材露出

豆板・摩耗

―その他

―目地、打継開き

凡例（鋼材変状）

―

―

―

腐食欠損

腐　食

防食機能の劣化

その他 ―

緑C 番号

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

ひび割れ注入工 断面修復工

ひび割れ充填工

緑C1 L= 0 . 31  m

緑C2 L= 0 . 40  m

緑C3 L= 0 . 61  m

赤C1 L= 1 . 30  m

赤C2 L= 1 . 65  m

浮き・剥落部

　U1 A= 0 .01 0 m2

　U2  A= 0 .02 5 m2

　U3  A= 0 .06 8 m2

　U4  A= 0 .09 0 m2

　U5  A= 0 .10 0 m2

　U6  A= 0 .10 0 m2

　U7  A= 0 .01 0 m2

　U8  A= 0 .04 0 m2

　U9  A= 0 .00 5 m2

　U1 0  A= 0.0 38 m 2

　U1 1  A= 0.0 80 m 2

　U1 2  A= 0.0 60 m 2

豆板・磨耗部

　M1 A= 0 .35 0 m2

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

正　面　図

平　面　図

A2　橋　台

正　面　図

A1　橋　台

平　面　図

側面図(上流側) 側面図(下流側) 側面図(下流側) 側面図(上流側)

A1橋台 ひびわれ他 A1橋台 ひびわれ他 A1橋台 遊離石灰他 A1橋台 ひびわれ他 A1橋台 剥落他 A1橋台 剥落他 A1橋台 剥落他 A2橋台 ひびわれ他 A2橋台 剥落他 A2橋台 ひびわれ A2橋台 剥落他

A2橋台 剥落他

A1(G4)支承 腐食欠損

＊アンカーボルト ＊アンカーボルト ＊アンカーボルト＊アンカーボルト

A1(G3)支承 腐食欠損 A1(G2)支承 腐食欠損

＊アンカーボルト ＊アンカーボルト

A2(G1)支承 腐食欠損 A2(G2)支承 腐食欠損

＊アンカーボルト ＊アンカーボルト

A2(G3)支承 腐食欠損他A1(G1)支承 腐食欠損 A2(G4)支承 腐食欠損

緑C1

赤C1 赤C2U1

U2
U3

U4
U5 U6

U7 U8

U10

U11

U9

U12

M1

緑C2
緑C3

断面修復工

断面修復工

断面修復工断面修復工断面修復工断面修復工断面修復工ひび割れ充填工 ひび割れ充填工 ひび割れ注入工 ひび割れ注入工 ひび割れ注入工

塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ) 塗装塗り替え工(Rc-Ⅲ)

緑2　　W=0.50mm
緑3　　W=0.80mm

緑1　　W=0.50mm

M 番号---断面修復工②

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①、④

T 番号---断面修復工③

※　断面修復工④は、木片混入部で適用

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　６　葉中の内　４　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

補修構造図 （其の　　　）

日野郡　日野町　門谷

補修構造図

既設鉄筋

既設コンクリート面

門之上橋

※　プロテクトシルCIT相当品(鉄筋腐食抑制の効果が期待できる材料)による塗布とする。
※　塩害、中性化対策として同等以上の効果が得られれば市場性を考慮し、材料の変更も可能である。
※　本材料の使用にあたっては、所定の養生時間を必ず確保すること。

(Rc-Ⅲ)

支承・塗装塗替仕様

①カッター工(10mm程度)

②はつり工

③プライマー塗布

④ポリマーセメント充填(左官)

①カッター工(10mm程度)

木片部

t=10cm

S=1:2左官工法タイプ①

断面修復工

【水平上向き面】 【垂直横向き面】

B x L

吸水防止下地処理材

はつり工(t=1cm)

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

1
0

B
 x

 L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

10

S=1:2

：既設鉄筋の防錆処理部

：はつり・下地処理・左官仕上げ部

鉄筋露出部

【水平上向き面】 【垂直横向き面】

B x L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

既設鉄筋

吸水防止下地処理材

1
0

はつり工(t=1cm)

既
設

鉄
筋

10

B
 x

 L

吸
水

防
止

下
地

処
理

材
左官仕上げ

(ポリマーセメントモルタル)

はつり工(t=1cm)

吸水防止下地処理材

はつり工(t=1cm)

S=1:2

【水平上向き面】 【垂直横向き面】

B x L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

1
0

はつり工(t=1cm)

吸水防止下地処理材

B
 x

 L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

吸水防止下地処理材

はつり工(t=1cm)

10

平
均

計
測

深
さ

 t
=
3
0

平均計測深さ t=30

浮き・剥落部

平
均

計
測

深
さ

 t
=
2
0

平均計測深さ t=20

平
均

計
測

深
さ

 t
=
1
0

平均計測深さ t=10

左官工法タイプ③

左官工法タイプ②

断
面

修
復

範
囲

かぶりが薄い場合

30mmを確保

【かぶりが不足している箇所の鉄筋露出部】

参考図

※　かぶりが薄い箇所の断面修復は、
　　既設コンクリートよりも1cm程度以上盛り上げて、
　　復旧後に3cm程度のかぶりが取れるよう施工する。

30m m程度以上

※注入用具の取付ピッチは300mmを標準とする。

シール材 低圧低速注入用具

2mm程度

3
0
m

m
程

度

土木補修用エポキシ樹脂注入材（３種）

ひびわれ注入工
(ひび割れ幅 0.2mm以上1.0mm未満)

プライマー塗布

Uカット

10～15

1
0

コテ塗り

ひびわれ(1.0mm以上)

ひびわれ充填工

ひび割れの挙動が小さい場合:ポリマーセメントモルタル
ひび割れの挙動が大きい場合:可とう性エポキシ樹脂

可とう性エポキシ樹脂

(ひび割れ幅 1.0mm以上)

ひび割れ補修工

既設コンクリート

下地処理
(サンダーによるケレン)

水平上向き塗りの場合

既設コンクリート

水平下向き塗りの場合

下地処理
(サンダーによるケレン)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)

既
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト

垂直横向き塗りの場合

下地処理
(サンダーによるケレン)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)

塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

含 浸 材 塗 布 工 S=1:10

含浸材塗布工

  ①塩害、中性化対策
　②0.2mm未満のひび割れ充填

塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)
塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

塗装塗り替え工

1.素地調整

サンダーケレン　(3種ケレンB)

2.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(補修塗り)（200g/m2）

3.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（200g/m2）

4.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（200g/m2）

5.中塗り塗装　弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗（140g/m2）

6.上塗り塗装　弱溶剤形フッ素樹脂塗料（120g/m2）

既設鉄筋

平 面 図

1cm程度
木片厚さ(推定)

　①～④は施工順序を示す。
　はつり内に鉄筋が存在した場合、防錆処置を行うこと。

※はつり工の深さは110mmと想定した。

木片混入部
左官工法タイプ④

豆板・磨耗部

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

施工上の注意点

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。
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図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

（其の　　　）

門之上橋

門
　
谷
　
川

▽　河川余裕高

▽　HWL

▽　現況河床高

i=6 .8%

仮設計画図(吊り足場)

  S=1:100縦 断 面 図

  S=1:100平  面  図

20 20

300 300

1
0
0

4
,
1
0
0

1
0
0

5
,
0
0
0

3 ,0 00 3 ,0 00

橋　長　13,640

桁　長　13,600

支間長　13,000

4
7
°

4
7
°

2 0 2 0

至 新見市

至 根雨

至 新見市

至 根雨
国道１８０号

A1

A1 A2

A2

1
0
0
0
6
0
0

Fix

Mov

橋　長　13,640

桁　長　13,600

300 300支間長　13,000

仮 設 計 画 図 ( 吊 り 足 場 )

9,130

400 7,300 1,030 400

3 ,6 50 3,6 50

1 ,2 45 1,8853 @2 ,000 =6,00 0

G1 G2 G3 G4

1,000 1,000

1
,
6
3
0

5
8
0

1
,
5
2
9

6
0
0

6
0
0

6
0
0

現況河床高

門　谷　川

  S=1:50横 断 面 図

吊り足場設置延長　12,000

吊り足場設置延長　12,000

吊り足場設置延長　12,000

現
況
河
床
幅
　
8,700

現況河床幅　(河川直角方向8,70 0)

吊
り

足
場

設
置

幅
　

1
1
,
1
3
0

吊
り

足
場

設
置

幅
　

1
1
,
1
3
0

吊り足場設置幅　11,130

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

※　下部工形状、河川断面は推定である。
　　(既存資料が無いため、橋梁の規模より推定)

※　吊り足場の強度計算に使用する荷重条件は以下を基本とする。
　　1スパン当たり
      ①作業員3名(70kg×3人=210kg)
      ②工具等10kg程度
      ③資材等50kg程度
      総重量ΣW=270kg
　　　衝撃等の割り増し 1.2程度
　　　基本重量　W=270kg×1.2=324kg以上
　　
　　　　　　　　　　　

吊り足場　参考条件

吊足場
タイプB
(板張+シート)

吊足場
タイプB
(板張+シート)

吊足場
タイプA-1
(板張+シート) ※　床面がタイプA-1、

　　側面(朝顔)がタイプB

※　含浸材は液体(ジェル状)であるため、塗装作業と同等の防護を行うものである。

表
示
板

20
5

T

BM
37

E .ｶﾄﾞﾀﾆ支12
T.南幹139S1

T.南幹140

E.ｶﾄﾞﾀﾆ支13
T.南幹139S2

地覆部補修時の中段足場

地覆部補修時の中段足場
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国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工 （参考図）
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図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

町
道
　
向
山
線

（其の　　　）

▽　計画河床高

▽　H.W.L

▽　河川余裕高

町
道
　
三
栗
１
号
線

国道１８０号

補修一般図

▽　L.W.L

▽　H.W.L

▽　河川余裕高

▽　砂防余裕高

竣工時・設計条件

路　線　名

橋　　　名

道路規格

大型車交通量

緊急輸送道路指定

雪　荷　重

橋　　　長

支　間　長

有効幅員

全    幅

上部工

幅
　
員

渡河条件

設 計 荷 重

斜　　　角

縦 断 勾 配

横 断 勾 配

平 面 線 形

形
　
式

A1橋台

A2橋台下部工
(基礎工)

竣工年月

供用年数

支承条件

国道１８０号

推定　3種3級(設計速度V=50km/h)

第１次緊急輸送道路

１等橋(TL-20t)

不明

適用示方書

新三栗橋

門谷川

１５．０００ｍ

１４．２００ｍ

９．００ｍ

９．９０ｍ

R=69(曲線区間中)

6.0%片勾配

5.3%直線勾配

左71゜

単純鉄筋コンクリートT桁橋

重力式橋台(直接基礎)

重力式橋台(直接基礎)

A1-M(可動)、A2-F(固定)

昭和45年1月(1970.1)

約52年経過(令和4年3月現在)

S39 鉄筋コンクリート道路橋設計示方書
S43 道路橋下部構造設計指針:橋台・橋脚の設計篇
S43 道路橋下部構造設計指針:直接基礎の設計篇

補修履歴
　H22橋梁補修工事
　　・ひび割れ補修工、断面修復工
　　・含侵材塗布工
　　・沓座モルタル復旧工
　　・橋面防水工(塗膜系、P1-A2径間)
　　・コンクリート舗装撤去
　　・橋面舗装工(As舗装、t=5cm)
　　・防護柵取替え工(上流、下流)

631台/日(H27.道路交通センサスより)

現況河床高

竣工時・河川断面流量計算による河川断面

門　谷　川

伸縮装置取替工(埋設型、既設鋼製伸縮撤去含む)

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N =  4 基

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N =  4 基

アスファルト舗装工
(表層、再生密粒度As改質Ⅱ型、t=5cm)

橋面防水工(塗膜系、端部処理含む)

L　
=　

9.
21
4　

m

L　
=　

9.
93
2 
m

L  =  9 .9 32  m

A  =  27. 85 m 2

A = 27.85 m2

補修工事内容

　ひび割れ補修工

　支承部・塗装塗替工

　伸縮装置取替工

　橋面防水工

　アスファルト舗装工

　道路打換工

　区画線工

ひび割れ補修工　内訳(上・下部工計)

　ひび割れ注入工　L = 8 .21  m

　断面修復工①(剥離・剥落部)　　A =  7. 123  m2

　断面修復工②(鉄筋露出部)　　　A =  2. 583 m2

　含侵材塗布工(上向き)　A =  1 45.8 6 m 2

　含侵材塗布工(下向き)　A =   12.8 9 m 2

　含侵材塗布工(横向き)　A =  1 92.1 9 m 2

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N =  4 基

伸縮装置取替工(埋設型、既設鋼製伸縮撤去含む)

L =  9.214 m

区画線工(橋面舗装部、道路打換部)

　車道中央線(実線黄色、W=1 5cm )　L =  19. 3 m

　車道外側線(実線白色、W=1 5cm )　L =  38. 6 m

支承部・塗装塗替工(Rc-Ⅲ)
N = 4 基

主桁勾配
  5.3%
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橋　　長　　15 000

50 桁　　長　　14 900 50

350 支 間 長　　14 200 350
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至 根雨

現況河床幅　(11,00 0)

新三栗橋　補修一般図
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  S=1:100平  面  図

  S=1:100縦 断 面 図

橋　　長　　15 000

50桁　　長　　14 90050

350支 間 長　　14 200350

A1 A2
至 新見市 至 根雨

道路打換工(表層)

  S=1:50横 断 面 図
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鉄筋コンクリート床版(t=180mm)

道路打換工(表層)

伸
縮

装
置

取
替

工
(
埋

設
型

、
既

設
鋼

製
伸

縮
撤

去
含

む
)
 
　

L
　

=
　

9
.
2
1
4
　

m

伸
縮

装
置

取
替

工
(
埋

設
型

、
既

設
鋼

製
伸

縮
撤

去
含

む
)
 

橋面防水工(車道部、塗膜系、端部処理含む)　A =  133 .5 m2

橋面防水工(車道部、塗膜系、端部処理含む)　A =  133 .5 m2

アスファルト舗装工(表層、改質Ⅱ型t=5cm)  A = 131.5 m2

アスファルト舗装工(表層、改質Ⅱ型t=5cm)　A =  131 .5 m2

通年施工(出水期、非出水期問わず)

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

門
谷
川
　
→

　

4
50

 (弦長) 道路中心線上:15 030

E ｶ
ﾄﾞﾀ

ﾆ支
25左

2

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　１　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



1：100

新三栗橋補修図（その１）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

（其の１／３）

凡例（旗揚げ）

舗装変状

コンクリート変状

鋼材、附属物変状

写真番号

凡例（舗装変状）

補修跡、段差

舗装ひびわれ

ポットホール、うき

凡例（con変状）

U 番号うき･剥落

鉄筋・鋼材露出 T 番号

M 番号豆板・摩耗

―遊離石灰

漏　水 ―

その他 ―

凡例（鋼材変状）

―

―

―

腐食欠損

腐　食

防食機能の劣化

その他 ―

凡例（conひびわれ）

―

0.2mm～1.0mm

1.0mm以上 赤C 番号

―遊離石灰閉塞

―目地、打継開き

（補修済含む）

0.2mm以下

緑C 番号

その他

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

ひび割れ注入工 断面修復工

緑C1 L= 0 .07  m

緑C2 L= 0 .10  m

緑C3 L= 0 .06  m

緑C4 L= 0 .10  m

緑C5 L= 0 .45  m

緑C6 L= 0 .11  m

緑C7 L= 0 .46  m

緑C8 L= 0 .45  m

緑C9 L= 0 .45  m

緑C10  L= 0.4 5 m

緑C11  L= 0.1 1 m

緑C12  L= 0.1 0 m

緑C13  L= 0.1 8 m

緑C14  L= 0.2 3 m

浮き・剥落部

　U1～U7 6は本図に未記載

　(数量計算参照)

鉄筋露出部

　T1～T2 0は本図に未記載

　(数量計算参照)

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

A1 A2
橋　　長　　15 000

50 桁　　長　　14 900 50

350 支 間 長　　14 200 350

至 根雨

国道１８０号

門
谷
川
　
→

町
道
　
三
栗
１
号
線

町
道
　
向
山
線

至 新見市

A1 A2
橋　　長　　15 000

50 桁　　長　　14 900 50

350 支 間 長　　14 200 350

門
谷
川
　
→

G
1

G
2

G
3

4
G

橋面　平面図 床版下面　平面図

側面図（下流側）

側面図（上流側）

A1車道伸縮背面　舗装ひびわれ 車道　舗装ひびわれ 車道　ポットホール車道　ポットホールA1車道伸縮後打Co 剥落

A1車道伸縮背面　舗装ひびわれ A1車道伸縮後打Co ひびわれ、剥落 A2車道伸縮後打Co ひびわれ、剥落車道　舗装ひびわれ、ポットホール

下流地覆 ひびわれ、遊離石灰

下流地覆 ひびわれ

上流地覆 ひびわれ、遊離石灰 上流地覆 剥落、遊離石灰

02床版 遊離石灰他

01床版 補修部剥落他

02床版 ひびわれ他02床版 うき他

01床版 鉄筋露出他

02床版 鉄筋露出他

03床版 鉄筋露出他

04床版 うき他 04床版 鉄筋露出他

05床版 うき他

上流地覆 ひびわれ

上流地覆 ひびわれ

コア採取位置

はつり調査位置

緑C1 緑C2 緑C3

緑C5

緑C4

緑C6 緑C7 緑C8 緑C9 緑C10

U1

U2

U3

U4

U5

U6

U7

U8～16

U8
U9

U10

U11

U12
U13

U14

U15

U16

U17

U18

U19
U20

U21 U22 U23 U24

U25
U26

U27

U28

U29 U30

U31

U32U33

U34

U35

U36

U37
U38

U39

U40 U42～50
U42

U43
U44

U45

U46 U47

U48
U49

U50

U51

U52

U53

U54

U55

U57
U58

U59

U60～66
U60

U61
U62

U63
U64

U65

U66

U67

U68 U69 U70
U71 U72

U73

U74

U75 U76

T1

T2

T3
T4

T5

T6
T7 T8

T11

T10T9

U41 T12 T13
T14

T15

T16
T17

T19
T18U56

T20

緑C11 緑C12
緑C13 緑C14

断面修復工

断面修復工断面修復工

断面修復工断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工

断面修復工

ひび割れ注入工、
断面修復工

ひび割れ注入工 断面修復工

ひび割れ注入工

伸縮装置取替え工 アスファルト舗装工(橋面) 伸縮装置取替え工

アスファルト舗装工(橋面)アスファルト舗装工(橋面)アスファルト舗装工(橋面)伸縮装置取替え工

ひび割れ注入工

ひび割れ注入工

道路打換工(表層)

道路打換工(表層)

ひび割れ注入工

緑1　　W=0.25mm
緑2　　W=0.30mm
緑3　　W=0.30mm

緑4　　W=0.30mm
緑5　　W=0.30mm

緑6　　W=0.30mm
緑7　　W=0.30mm
緑8　　W=0.30mm
緑9　　W=0.30mm
緑10 　W=0.30mm

緑11　　W=0.25mm
緑12　　W=0.25mm
緑13　　W=0.30mm
緑14　　W=0.30mm

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①

T 番号---断面修復工②

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　２　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



1：100

新三栗橋補修図（その２）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

（其の２／３）

凡例（旗揚げ）

コンクリート変状

写真番号

鋼材、附属物変状

―

凡例（conひびわれ）

0.2mm～1.0mm

赤C 番号

―

1.0mm以上

遊離石灰閉塞

凡例（con変状）

U 番号

T 番号

M 番号

うき･剥落

遊離石灰

漏　水

―

―

鉄筋・鋼材露出

豆板・摩耗

―その他

―目地、打継開き

（補修済含む）

0.2mm以下

緑C 番号

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

ひび割れ注入工

緑C1 L= 0 .48  m

緑C2 L= 0 .46  m

緑C3 L= 0 .84  m

断面修復工

浮き・剥落部

　U1 A= 0 .04 5 m2

　U2 A= 0 .03 0 m2

　U3 A= 0 .19 5 m2

　U4 A= 0 .03 0 m2

　U5 A= 0 .00 8 m2

　U6 A= 0 .00 3 m2

　U7 A= 0 .00 3 m2

　U8 A= 0 .00 8 m2

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

A1 A2

門
谷

川

G
1

G
2

G
3

G
4

桁　　長　　14 900

主桁、横桁　展開図

G1～G2横桁展開図

G2～G3横桁展開図

G3～G4横桁展開図

G1主桁　ひびわれ他 G1主桁　うき他

G2主桁　剥落他 G2主桁　剥落他

G3主桁　剥落他

G1主桁　剥落

緑C1 緑C2

緑C3

U1

U2
U3

U4

U5

U6 U7

U8

断面修復工

断面修復工 断面修復工

断面修復工断面修復工ひび割れ注入工、断面修復工

緑1　　W=0.50mm
緑2　　W=0.25mm
緑3　　W=0.45mm

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①

T 番号---断面修復工②

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　３　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



凡例（旗揚げ）

コンクリート変状

写真番号

鋼材、附属物変状

―

凡例（conひびわれ）

0.2mm～1.0mm

赤C 番号

―

1.0mm以上

遊離石灰閉塞

凡例（con変状）

U 番号

T 番号

M 番号

うき･剥落

遊離石灰

漏　水

―

―

鉄筋・鋼材露出

豆板・摩耗

―その他

―目地、打継開き

凡例（鋼材変状）

―

―

―

腐食欠損

腐　食

防食機能の劣化

その他 ―

（補修済含む）

0.2mm以下

緑C 番号

1：100

新三栗橋補修図（その３）

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

（其の３／３）

凡例（旗揚げ）

コンクリート変状

写真番号

鋼材、附属物変状

―

凡例（conひびわれ）

0.2mm～1.0mm

赤C 番号

―

1.0mm以上

遊離石灰閉塞

凡例（con変状）

U 番号

T 番号

M 番号

うき･剥落

遊離石灰

漏　水

―

―

鉄筋・鋼材露出

豆板・摩耗

―その他

―目地、打継開き

凡例（鋼材変状）

―

―

―

腐食欠損

腐　食

防食機能の劣化

その他 ―

（補修済含む）

0.2mm以下

緑C 番号

※　0.2mm以下のひび割れ、遊離石灰閉塞は非表示としている。(補修対象としないため)

ひび割れ注入工 断面修復工

緑C1 L= 0 . 35  m

緑C2  L= 0 . 60  m

緑C3  L= 0 . 85  m

緑C4  L= 0 . 50  m

緑C5  L= 0 . 81  m

浮き・剥落部

　U1 A= 0 . 05 5 m2

　U2 A= 0 . 04 5 m2

　U3 A= 0 . 02 3 m2

鉄筋露出部

　T1 A= 0 . 07 5 m2

補　修　図

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

1
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1
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1
8
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1
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5
4
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3

8
00

10360

920 8880 560

1840

8880

2600 2600 1840

3
05

0

9620

8880 500240

8880

2600 184026001840

3
05

0

9620

8700 460460
10360

495 9370 495

正　面　図

A1　橋　台

正　面　図

平　面　図 平　面　図

A2　橋　台

A1橋台 ひびわれ A1橋台 鉄筋露出他 A2橋台 うき他 A2橋台 ひびわれ

A1(G3)支承 防食機能の劣化 A1(G2)支承 防食機能の劣化A1(G4)支承 防食機能の劣化 A2(G1)支承 防食機能の劣化 A2(G3)支承 防食機能の劣化A1(G1)支承 腐食 A2(G4)支承 腐食

緑
C
1

緑
C
2

緑
C
3

緑
C
4

緑
C
5

U1

U2
U3

T1

塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ) 塗装塗替工(Rc-Ⅲ)塗装塗替工(Rc-Ⅲ)

ひび割れ注入工 断面修復工 断面修復工 ひび割れ注入工

緑1　　W=0.25mm
緑2　　W=0.30mm
緑3　　W=0.30mm
緑4　　W=0.30mm 緑5　　W=0.25mm

補修工法凡例

緑C 番号---ひび割れ注入工

赤C 番号---ひび割れ充填工

U 番号---断面修復工①

T 番号---断面修復工②

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　４　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

補修構造図 （其の　　　）

日野郡　日野町　門谷

補修構造図

既設鉄筋

既設コンクリート面

新三栗橋

※　プロテクトシルCIT相当品(鉄筋腐食抑制の効果が期待できる材料)による塗布とする。
※　塩害、中性化対策として同等以上の効果が得られれば市場性を考慮し、材料の変更も可能である。
※　本材料の使用にあたっては、所定の養生時間を必ず確保すること。

(Rc-Ⅲ)

支承・塗装塗替仕様

S=1:2左官工法タイプ①

断面修復工

【水平上向き面】 【垂直横向き面】

B x L

吸水防止下地処理材

はつり工(t=1cm)

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

1
0

B
 x

 L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

10

S=1:2

既設鉄筋

：既設鉄筋の防錆処理部

：はつり・下地処理・左官仕上げ部

平 面 図

鉄筋露出部

【水平上向き面】 【垂直横向き面】

B x L

左官仕上げ
(ポリマーセメントモルタル)

既設鉄筋

吸水防止下地処理材

1
0

はつり工(t=1cm)

既
設

鉄
筋

10

B
 x

 L

吸
水

防
止

下
地

処
理

材
左官仕上げ

(ポリマーセメントモルタル)

はつり工(t=1cm)

吸水防止下地処理材

はつり工(t=1cm)

平
均

計
測

深
さ

 t
=
3
0

平均計測深さ t=30

浮き・剥落部

平
均

計
測

深
さ

 t
=
2
0

平均計測深さ t=20

断
面

修
復

範
囲

かぶりが薄い場合

30mmを確保

【かぶりが不足している箇所の鉄筋露出部】

参考図

※　かぶりが薄い箇所の断面修復は、
　　既設コンクリートよりも1cm程度以上盛り上げて、
　　復旧後に3cm程度のかぶりが取れるよう施工する。

30mm程度以上

左官工法タイプ②

※注入用具の取付ピッチは300mmを標準とする。

シール材 低圧低速注入用具

2mm程度

3
0
m

m
程

度

土木補修用エポキシ樹脂注入材（３種）

ひびわれ注入工
(ひび割れ幅 0.2mm以上1.0mm未満)

ひび割れ補修工

既設コンクリート

下地処理
(サンダーによるケレン)

水平上向き塗りの場合

既設コンクリート

水平下向き塗りの場合

下地処理
(サンダーによるケレン)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)

既
設
コ
ン
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垂直横向き塗りの場合

下地処理
(サンダーによるケレン)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)

塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

S=1:10

含浸材塗布工

  ①塩害、中性化対策
　②0.2mm未満のひび割れ充填

塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

含浸材塗布(0.6㍑/m2)
塗り回数 2～3回(全塗布量が0.6㍑/m2)

塗装塗り替え工

1.素地調整

サンダーケレン　(3種ケレンB)

2.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料(補修塗り)（200g/m2）

3.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（200g/m2）

4.下塗り塗装　弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（200g/m2）

5.中塗り塗装　弱溶剤形フッ素樹脂塗料用中塗（140g/m2）

6.上塗り塗装　弱溶剤形フッ素樹脂塗料（120g/m2）

含 浸 材 塗 布 工

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

施工上の注意点

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　５　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工
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注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

注3）端部調整工の定着用鉄筋は必要に応じて別途考慮のこと。

注4）ファルコンを舗設する際には、FCテープを使用すること。

注5）FCテープは施工箇所を囲むようにファルコン舗設幅分も設置すること。

注6）既設伸縮装置は、簡易鋼製ジョイントを想定。

注2）伸縮装置箱抜部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて補修及び
　　 不陸調整を行うこと。

地覆部断面図 S=1:2
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舗装修繕工

第二工程

交通開放

既設伸縮装置撤去工

復旧AS工

第一工程 第三工程

交通開放

施工フロー

埋設型伸縮装置設置工

完了・交通開放端部調整工

名　称 品名又は仕様 単位 数　量

伸 縮 金 物 シームレスジョイント SJ-M型

L 6.1

弾 性 合 材 フ ァ ル コ ン m3 0.919

特殊瀝青テープ F C テ ー プ m 40.379

差筋アンカー D13 本 304

m 19.146 本体鉄筋・伸縮シート装備

備　考

数量表（設置）

プライマー F C コ ー ト

止　水　材 メ ジ エ イ ド m 19.146

名　称 単位 数　量

数量表（撤去及び他材料）

端 部 調 整 工 超速硬無収縮モルタル等 m3 0.402

復　　旧　　材 アスファルト m3 1.206

既設伸縮装置撤去 m 19.146

備　考

シ ー ル 材 シ リ コ ン 系 L 0.4

品名又は仕様

簡易鋼製ジョイント

新三栗橋　伸縮装置補修図

図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

伸縮装置補修図

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

（其の　　　）

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　６　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工



図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋

（其の　　　）橋面防水工詳細図

L =1 .5 4m
L=1 9. 97m

L=1 .62m

既設排水桝
既設排水桝

既設排水管
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端部処理工　L=14 .5m

端部処理工　L=14 .7m
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舗装復旧、橋面防水工延長(曲線長)　L=14,61 5
橋面防水工(塗膜系)
A = 131.54 m2

舗装剥取延長(曲線長)　L=1 4,319

  S=1:50横 断 面 図
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端部処理工

鉄筋コンクリート床版(t=180mm) 端部処理工
※縦断排水管は無し

※縦断排水管は既設流用

床版防水層
(塗膜系)

目地材(成型目地)

t=5 mm,幅30mm

プライマー塗布面

床　版

防水材
(ｱｽ ﾌｧﾙﾄ加熱型塗膜防水材)
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防水材
(ｱｽ ﾌｧﾙﾄ加熱型塗膜防水材)

網状ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

地　覆 表層(t=5cm)

プライマー

下地処理

硅　　砂

防水材(アスファルト加熱型塗膜防水材)

車道部・床版防水詳細図
S=1:5

床  版

5
0表層　再生密粒度(改質Ⅱ型) t=5cm

車道部・端部処理図
S=1:5

橋面防水工(塗膜系)

横断方向：導水テープ（t=3mm,幅30mm）

縦断方向：縦断排水管(スプリング管φ18)

表層　再生密粒度(改質Ⅱ型) t=5cm

舗装版破砕(As舗装、t=5cm)

9
,
0
0
0

1 4, 52 8

注)
　1.「防水層」は、舗装分立ち上げて設置すること。
　　　ただし、「防水層」と同等の性能を有する端部処理を行う場合は、この限りではない。
　2.上図は端部処理工の参考図とする。(同等以上の構造を要する処理があれば他の方法でも可)
　3.舗装厚さは現地での舗装剥ぎ取り時に確認し決定すること。

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

・縦断排水管は既設を流用する。(H22に設置済みの材料を流用)
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【既設流用】

縦断排水管(スプリング管φ18)

【既設流用】

縦断排水管(スプリング管φ18)
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表層　再生密粒度(改質Ⅱ型) t=5cm
A = 131.54 m2

舗装版破砕(As舗装、t=5cm)
A = 128.87 m2

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県
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国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工
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図　　　名

位　　　置

縮　　　尺

図　　　号

単　　　位 ＭＭ図　示

路　線　名

日野振興センター　日野県土整備局

橋梁一般図

国道１８０号

日野郡　日野町　門谷

新三栗橋
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吊り足場設置延長　L=13,320

吊り足場設置延長　L=13,320

吊り足場設置延長　L=13,320

施工上の注意点

・施工にあたっては、事前に現地調査として寸法確認を行うこと。

・上記調査結果より、変更が生じた場合は、監督員と協議すること。

※　吊り足場の強度計算に使用する荷重条件は以下を基本とする。
　　1スパン当たり
      ①作業員3名(70kg×3人=210kg)
      ②工具等10kg程度
      ③資材等50kg程度
      総重量ΣW=270kg
　　　衝撃等の割り増し 1.2程度
　　　基本重量　W=270kg×1.2=324kg以上
　　
　　　　　　　　　　　

吊り足場　参考条件

※　床面がタイプA-1、
　　側面(朝顔)がタイプB

吊足場
タイプA-1
(板張+シート)

吊足場
タイプB
(板張+シート)

吊足場
タイプB
(板張+シート)

※　含浸材は液体(ジェル状)であるため、塗装作業と同等の防護を行うものである。
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地覆部補修時の中段足場

地覆部補修時の中段足場

令和　８　年度施行　　　　　　　　　　　　　　　鳥取県

全　８　葉中の内　８　　　　　　　

国道１８０号（門之上橋）外橋梁補修工事
（補助橋梁補修）

起 工 （参考図）


